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５ 論文の特質 
 「人々が新しい環境に移動し，適応していくこと」，特に人の国際移動に関する学問的問い
は，特に戦後からグローバル化の進む現代では重要な課題であり，多くの研究者が取り組んでき
たものである。移民，難民，留学生，駐在員等に関して，社会学，文化人類学，心理学，教育
学，経営学，法学等さまざまなディシプリンにおいて異なる人々を対象に知見が積み重ねられて
はいるものの，依然明らかにすべきことの多いトピックである。 
本論文の特質は，これらの中でも，上海における日本人駐在員妻というグループに焦点を当て
たことである。従来の駐在員妻研究の多くは，欧米の駐在員妻を対象としたものおよび欧米諸国
に在住する日本人駐在員妻に着目しているが，中国・上海に在住する日本人駐在員妻を直接の研
究対象とした研究はない。また，既存の米国発の異文化適応モデルに依拠はするものの，既存モ
デルでは上海在住の日本人海外駐在員妻の異文化生活体験を説明しきれないことから，新しい枠
組み・モデルを構築した点も本論文の特筆すべき点である。特に，アイデンティティ，パーソナ
ル・ネットワーク，下位文化という三つの概念を用いて新たな分析の枠組みを構築している。 
 
６ 論文の評価 
 本論文は，上記でも述べたように，上海における日本人の駐在員妻の体験を理解する研究とし
ては初めての試みであり，これまでの駐在員妻や女性の海外在住に関する関連研究に重要な貢献
を行ったと評価できる。本論文の中核を形成する議論については，既に４篇の論文として学会誌
をはじめとする学術誌に掲載されていることが傍証となっている。また，評価を損なうものでは
ないが，審査の面接において，次のような指導的助言が行われた。すなわち，日本人駐在員妻が
欧米では米国の研究と同様にホスト文化に適応することを試みるのに対し，本論文の調査協力者
は多くが下位文化の中で閉じていることについて，本論文の調査協力者が置かれているコンテク
ストを言語と国のパワー格差の視点から言及すること，が求められた。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，情報コミュニケーション研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出
されたものであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験
に合格したので，博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与するに値するものと判定す
る。 
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